
水田畦畔除草剤 「ビアラホス液剤」の実用化

(農業試験場 技 術部)
1.背 景とねらい

水稲栽培において各種作業が省力化がはかられる中で、畦畔除草作業についてはまだ不十分な面が
強い。この点において、畦畔雑草防除の省力化に化学的防除法を取り入れることは、有効な手段とい
える。

本除草剤は、水田畦畔 ・農道に生育する各種雑草に高い効果を示し、本年普及展示試験においても
実用性が認められたので、実用に共する。

2.技 術内用

(1)除 車剤名 ハービー液剤

MW-851液 剤
ビアラホス・・・・。18%

人畜毒性 普 通物相当

魚 毒 性 A類 相当

cm以 下)、 10a当 たり薬液750～1000□0を水100～1500

付着するよう散布。

指導上の留意事項

(1)散 布後5～6時間の経過で降雨による効果の低下はないが、できるだけ好天時に散布する。

(2)薬 液調整後は、速やかに散布すること。

(3)薬 害防止のため、飛散防止カパーを用いること。

(4)土 壌中では微生物により速やかに分解され、生育中の作物に対 して薬害の心配はない。

4.試 験成績

ぐ1)普 及展示成績 (平成 5年 )

試 験 区 名

①処理時期

②薬重口0

③水重'

処理時雑草発生状況 殺 草 経 過

主要雑草名
・生育程度 (草丈)

処理20頃の雑車の

状態 ・被度

A―ビー液剤 ①8月9日

②100 0  ③10 0
カヤリリ哭頭    25cm

キヌカ
'サ
キ
'夕
  15

ツロクローハ
'-  15

キヌ〕
'サ
ギタ 微 発

ンロクローハ
'―
 少 発

他は抑制

比 ) ハ
'ス
タ液剤 ① 8 月 9 日

② 1 0 0 0  ( ) 1 0 0

同 上 ンロクローハ
'―
 少 発

他は抑制

商   品    名

試   験    名

有効成分 ・ 含 有率

毒       性

(2)使 用方法 雑 草の生育期 (草丈30

に希釈し、薬液が十分

普

及

所

名

江

束」

普

及

所

(3)使 用基準

作 物 名

適用場所
使用方法 適用雑車名 使 用 時 期

10a当 り使用量 本剤及びビアラホスを

含む農薬の総使用回数薬重E2 希釈水重 0

水田畦畔 茎葉処理 一年生及び

多年性雑草

雑草生育期

(E言うに30 c m

以下)

7 5 0

1 0 0 0 150

2回 以内
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除 草 効 果 ( 草 種 別 残 草 重  g / H f ) 総合

評点

備 考

ネ

年

イ

　

一

科

生

非 イ ネ 科
一  年   生

科

生

ネ

年

イ

多

非 イ ネ 科

多  年   生 総  計

メヒツハ
'  1 . 6

カヤツリ茶頁32 . 3

その他 6.1

キヌカ
ヤ
サキ
'夕
  34.2

アドリク
' サ
  5 。2

ンロけ
'        2.4

その他   3.4

ンロタE‐ハ
'33.4

その他   3.1

生重 8

1 2 1 . 7

( 1 3 8 % )

A

9/14調査

カヤツリ英頁 3,7

′ヒエ   2 , 1

その他 6,1

キヌ〕
'サ
キ
'ク
  13.2

エノキク
・
サ    2. 9

その他   7 . 5

ンロクローハ
'36.2

スキ
'ナ
      9.0

ヨモキ
'      12.7

8 7 . 9

( 1 0 0 % )

普

及

所

名

普

及

所

遠

野

試 験 区 名

①処理時期

②薬量口0

③水重0

処理時雑草発生状況 殺 草 経 過

主要雑草名
・生育程度 (草丈)

処理20頃の雑車の

状態 ・被度

ハ‐と
'‐
液剤 ①5月24日

②100 0  ③10 0
イネ科  25～ 35cm

クローA'-  15～ 20

カンツ
''     20ハウ30

スイ'ヽ
'    2 5～

3 0

全草種枯死 したが

シダ類の後発が多

かった。

比)A'スタ液剤 ①5月24日

②10 0 0  ③1 0 0
同 上 同 上

除 車 効 果 ( 草 種 別 残 草 重  g / ポ ) 総合

評点

備 考

イ 不ヽ
年

科

生

非 イ ネ 科
一  年   生

イ

多

ネ

年

科

生

非 イ ネ 科

多  年   生 総 計

メヒンハ
' 1 . 6

カヤツリ執預32 . 3

その他 6.1

キヌカ
'サ
キ1夕  34.2

アドリク
' サ
   5 。2

ンロサ
'        2.4

その他   3.4

シダ類  221

その他   50

生重 g

27 1

( 9 0 % )

A

6/29調査

シダ類  229

その他   71

3 0 0

( 1 0 0 % )
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